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1 本マニュアルについて 
本マニュアルはOPTiM AI ホスピタルを使用するためのマニュアルです。 本マニュアルに従っ
て、看護サマリーや医師サマリー、ユーザーの管理を行ってください。 

2 本マニュアルの見かた 
ボタン名やメニュー名などは［］で表記します。 Windowsの機種やOSバージョンにより、画
面や操作が異なる場合があります。 

7 / 143



3 用語説明 
用語 説明 

看護サマリー 
医療機関の電子カルテに登録されている内容をもとにAIが作成す
る、看護記録の要約情報 

医師サマリー 
医療機関の電子カルテに登録されている内容をもとにAIが作成す
る、既往歴と症状経過及び検査結果・治療経過の要約情報 

J-OSLER病歴
要約 

医療機関の電子カルテに登録されている内容をもとにAIが作成す
る、J-OSLERの病歴要約様式の構成を軸にした要約情報 

ボイスサマ
リー 

録音された音声をもとに指定した形式（SOAP形式など）でAIが作成
する要約情報 

ログインID OPTiM AI ホスピタルに登録されているユーザーのID 

ログインパス
ワード 

OPTiM AI ホスピタルに登録されているユーザーのパスワード 

患者番号 医療機関の電子カルテに登録されている患者番号 

管理者ユー
ザー 

看護サマリー、医師サマリー、ボイスサマリー、高度な設定、ユー
ザーの操作が可能なユーザー 

一般ユーザー 
看護サマリー、医師サマリー、ボイスサマリーの操作のみ可能な
ユーザー 

高度な設定 ボ
イスサマリー 

ボイスサマリーの詳細設定 
電子カルテに配置するボタンのURL情報の取得や要約の際の命令文・
公開状態などが設定可能 

4 環境 

4.1 必須環境 

対応ブラウザ 対応言語

Google Chromeバージョン68以上 日本語 
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4.2 推奨環境 

対応ブラウザ 対応言語

Google Chromeの最新版・Microsoft Edgeの最新版 日本語 
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5 クラウド機能について 

5.1 クラウド機能 
以下の機能はクラウド機能となります。 これらはクラウド上のAIを使用し、クラウド機能が
有効である場合にのみ表示されます。 

J-OSLER病歴要約 
チャット 
テキストサマリー 

5.2 オンプレミス/クラウド選択可能機能 
以下の機能は通常、オンプレミスのAIを使用します。 クラウド機能が有効である場合は、機
能ごとにクラウド上のAIを使用する設定に変更できます。 

看護サマリー 
医師サマリー 
ボイスサマリー（要約） 

音声データの文字起こしでは、クラウド上のAIは使用できません。 

5.3 クラウド機能の利用上限 
クラウド機能には月次の利用上限があります。 利用上限に対する現在の利用量は、クラウド
上のAIを使用する機能のページ上部に表示される「クラウドAI利用可能枠」をクリックする
ことで確認できます。 

利用上限に達した場合、クラウド機能は一時的に使用できなくなります。 利用量のリセット
は毎月1日に行われます。利用上限を変更したい場合には、ご担当の OPTiM 営業にお問い合
わせください。 

• 
• 
• 

• 
• 
• 

◦ 
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6 電子カルテ非連携モードについて 
電子カルテとの連携をせずに、ボイスサマリー機能をご利用になりたい施設向けのモードで
す。 以下の機能をご使用いただけます。 

ボイスサマリー 
高度な設定 ボイスサマリー 
ユーザー管理 

6.1 電子カルテ連携時との違い 
患者情報の取得 : 電子カルテから患者情報を取得しません 
患者名の表示 : 患者名は表示されず、患者番号のみで管理されます 
ダウンロードファイル名 : 音声ファイルのダウンロード時、ファイル名は 
患者番号_診療ID.mp3 形式となります（例: 000002_10.mp3 ） 

電子カルテ連携時は患者姓名を含む形式（例: 000002_10_山田_テスト.mp3 ）とな
ります 

• 
• 
• 

• 
• 
• 

◦ 
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7 制約事項 
機能 制約内容 

ボイスサマ
リー 

文字起こしテキストに必要な情報が何も入っていない場合に、架空の要
約内容を返す場合があります。 

ボイスサマ
リー 

より高品質な要約文を生成するため、生成AI（LLM）の挙動を調整いた
しました。 
この改善により、生成される要約文の中に、稀に同じ単語やフレーズが
連続して表示されることがあります。 
再度、生成をお試しいただくことで、異なる結果が得られる可能性があ
ります。 

看護サマ
リー 
医師サマ
リー 

各要約生成時、要約するデータの文字数が生成AI（LLM）の処理上限
（ローカルLLM利用時は16,000文字）を超過した場合、上限内に収ま
るよう自動的にデータを切り捨てます。 
切り捨てる際は、既往歴要約のみ新しいデータから切り捨てられます。
その他の要約は、古いデータから切り捨てられます。 
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8 ルート証明書のインストール 
OPTiM AI ホスピタルを利用するには、事前に利用するPCにルート証明書をインストールす
る必要があります。 

8.1 ルート証明書のインストール方法(Windows) 

1  PCに証明書である crt.cer ファイルを用意します 

2  証明書をダブルクリックし開かれたダイアログの[証明書のインス
トール]を押下します 
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3  保存場所を[ローカルコンピューター]として[次へ]を押下します 

4  ダイアログが表示されるので[はい]を押下します 
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5  [証明書をすべて次のストアに配置する]を選択し[参照]を押下します 
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6  [信頼されたルート証明書機関]を選択し[OK]を押下します 
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7  [次へ]を押下します 
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8  [完了]を押下します 

9  [OK]を押下します 
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8.2 ルート証明書のインストール方法(Mac) 

1  PCに証明書である crt.cer ファイルを用意します 

2  証明書をダブルクリックし開かれたダイアログの[証明書のインス
トール]を押下します 

3  [信頼]を押下します 
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4  [この証明書を使用するとき]を[常に信頼]に変更します 

5  開かれたウィンドウを閉じるとパスワードの認証が要求されます 
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9 ラベルについて 

9.1 ラベルとは 
ラベルは、看護サマリーや医師サマリーなどの機能・設定やユーザーを分類するための目印
です。 管理者ユーザーがラベルを作成し、各機能・設定やユーザーに割り当てて利用しま
す。 

割り当てたラベルは、ダッシュボード画面で表示する機能・設定を絞り込むために使われま
す。 これにより、職種や利用場面に合わせて必要な機能・設定を見つけやすくなります。 

9.2 ラベルを割り当てられる対象 
ラベルは以下の対象に割り当てられます。すべての対象で同じラベルを共通して利用します。

看護サマリー 
医師サマリー 
J-OSLER病歴要約 
テキストサマリーの設定 
ボイスサマリーの設定 
ユーザー 

9.3 ラベルの管理 
ラベルの作成・編集・削除や各対象への割り当ては、管理者ユーザーが高度な設定 システム
の［ラベル管理］から行います。 

操作 場所 

ラベルの作成・編集・削除・並び替え ラベル管理（ラベル編集） 

各対象へのラベルの割り当て ラベル管理（ラベル割り当て）

注意
ラベルの管理・割り当ては管理者ユーザーのみ利用可能です。 

• 
• 
• 
• 
• 
• 
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10 ログイン 
OPTiM AI ホスピタルを使用するには、ログインが必要です。 

10.1 ログインする 
ログイン手順を説明します。 

1  OPTiM AI ホスピタルのURLを入力します 

ブラウザのURL入力欄にOPTiM AI ホスピタルのURLを入力します。 

2  ログイン情報を入力します 

3  ［ログイン］を押下します 

ログインが完了すると看護サマリー一覧が表示されます。 

電子カルテ非連携モードでは、ボイスサマリー一覧が表示されます。 
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11 ダッシュボード 

11.1 ラベルで絞り込む 
ダッシュボード画面の機能一覧は、割り当てたラベルで絞り込めます。 職種や利用場面に合
わせて、必要な機能・設定を見つけやすくなります。 

1  機能一覧の［ラベル］で絞り込みたいラベルを選択します 

選択したラベルが割り当てられている機能・設定が表示されます。ラベルは複数選択でき、
いずれかのラベルが一致する機能・設定が表示されます。 

ヒント
ラベルが割り当てられていない機能・設定は、ラベルの選択に関わらず常に表示されま
す。 

ヒント
ラベルを何も選択していない場合は、すべての機能・設定が表示されます。 

ヒント
電子カルテから開いた場合や、ログインしたユーザーにラベルが割り当てられている場合
は、そのラベルで絞り込まれた状態で表示されます。ラベルが1件も作成されていない場
合、ラベルによる絞り込みは表示されません。 
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11.2 URLでラベルを絞り込んで開く 
電子カルテからダッシュボード画面を開くURLにラベルを指定すると、指定したラベルで絞
り込んだ状態でダッシュボード画面を表示できます。用途に合わせて必要な機能・設定を絞
り込んだ状態で利用開始できます。 

ヒント
ボタンを設定する作業は、主に施設と電子カルテのベンダーとの間で実施いただきます。 
ボタン設定時に不明点があれば、ご担当の OPTiM 営業にお問い合わせください。 

11.2.1 基本的な使い方 

ダッシュボード画面のURLに、患者番号を指定するクエリパラメーターを追加する 
ラベルを指定するクエリパラメーターを追加し、絞り込みたいラベル名を指定する 
複数のラベルで絞り込む場合は、ラベルを指定するクエリパラメーターを繰り返し指定
する 
完成したURLを電子カルテ画面上のボタンのリンク先に設定する 

11.2.2 URL作成例 

以下に具体的な例を示します。 

ダッシュボード画面のURL 
https://127.0.0.1/dashboards 

127.0.0.1：実際は各施設のサーバーのIPアドレスに相当する 
患者番号 

000001 
ラベル 

内科 
救急 

完成後のURL 
ラベル指定なしの場合 

https://127.0.0.1/dashboards?patientNo=000001 
ラベル指定ありの場合 

https://127.0.0.1/dashboards?
patientNo=000001&labels=%E5%86%85%E7%A7%91&labels=%E6%95%91%E6%80%A5

ヒント
複数のラベルを指定した場合、いずれかのラベルが一致する機能・設定が表示されます。
ラベルが割り当てられていない機能・設定は、指定に関わらず常に表示されます。 

1. 
2. 
3. 

4. 

• 
◦ 

▪ 

• 
◦ 

• 
◦ 

◦ 

• 
◦ 

▪ 

◦ 

▪ 
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ヒント
URLで指定したラベルと、ログインしたユーザーに割り当てられているラベルを合わせた
状態で初期表示されます。存在しないラベル名を指定した場合は無視されます。 
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12 ユーザー管理 

12.1 ユーザー一覧を確認する 

注意
ユーザー一覧画面は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

対象 説明 

検索 
Enterキー押下時、ユーザー名、ログインIDを基に部分一致検索を行
います。ユーザー名はひらがな入力でも検索にヒットされます。 

ユーザー名 ユーザー名が表示されます。 

ID ログインIDが表示されます。 

権限 ユーザーの権限が表示されます。 

ラベル ユーザーに割り当てられているラベルが表示されます。 

12.2 ユーザーを作成する 

注意
ユーザーの作成は管理者ユーザーのみ利用可能です。 
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1  ［新規作成］を押下します 

押下すると、新規登録画面が表示されます。 

2  登録内容を入力します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると新規ユーザーの作成がキャンセルされ、ユーザー一覧画面に
戻ります。 

ヒント
ユーザーにラベルを割り当てられます。割り当てたラベルは、ダッシュボード画面を開い
たときの初期の絞り込み条件として使われます。ラベルは複数選択でき、未設定のままで
も作成できます。 

3  入力が完了したら［登録］を押下します 

［登録］を押下すると、ユーザーが登録され、ユーザー一覧画面に戻ります。 
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12.3 ユーザーの詳細を確認する 

注意
ユーザーの詳細確認は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  一覧画面から詳細を見たいユーザーの行を押下します 
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2  ユーザー詳細画面が表示されます 

12.4 ユーザーの情報を編集する 

注意
ユーザー情報の編集は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  ［編集］を押下します 

押下時、ユーザー編集画面が表示されます。 
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2  更新内容を入力します 

ヒント
［キャンセル］を押下するとユーザーの編集がキャンセルされ、ユーザー詳細画面に戻り
ます。 

ヒント
ユーザーに割り当てるラベルを編集できます。割り当てたラベルは、ダッシュボード画面
を開いたときの初期の絞り込み条件として使われます。 

3  編集が完了したら［保存］を押下します 

［保存］を押下すると、ユーザー情報が更新され、ユーザー詳細画面に戻ります。 

12.5 ユーザーの情報を削除する 

注意
ユーザーの削除は管理者ユーザーのみ利用可能です。 
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1  ユーザー詳細画面で［削除］を押下すると、警告が表示されます 

2  ［削除］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下するとユーザーの削除がキャンセルされ、ユーザー詳細画面に戻り
ます。 

［削除］を押下すると、ユーザー情報が削除され、ユーザー一覧画面に戻ります。 
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13 看護サマリー 

13.1 看護サマリー一覧を確認する 

対象 説明 

検索 
Enterキー押下時、姓、名、姓(カタカナ)、名(カタカナ)、患者番号を基に
部分一致検索を行います。姓(カタカナ)、名(カタカナ)はひらがなで入力
しても検索できます。 

フィル
ター 

要約日時またはステータスで条件に合った項目を検索します。 

要約ID 要約毎に一意のIDが表示されます。 

生成方式 要約の対象期間の指定方式が表示されます。 

ステータ
ス 

要約状況が表示されます。 

患者名 患者の氏名が表示されます。 

患者番号 患者番号が表示されます。 

入院日 患者の入院日が表示されます。 

退院日 患者の退院日が表示されます。 

要約日時 要約日時が表示されます。 
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13.2 ステータスの説明 

ステータス 説明 

完了 看護サマリーの生成が成功した 

キャンセル 看護サマリーの生成がキャンセルされた 

失敗 看護サマリーの生成が失敗した 

生成中 看護サマリーの生成中 

待機中 
看護サマリーの生成を待機中 
※要約の生成は1件ずつ行います。他の要約生成が完了するまでお
待ちいただく必要がございます。 

13.3 看護サマリーを作成する 

1  ［サマリーを作成］を押下します 

押下時、患者番号の入力・要約の対象期間の指定欄が表示されます。 
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2  必要項目を入力します 

患者番号を入力し、要約の対象期間を指定してください。 

対象 説明 

患者番号 
医療機関の電子カルテに登録されている患者番号を入力しま
す。 

電子カルテの入院期
間を自動取得する 

医療機関の電子カルテに登録されている入院日 ~ 退院日の情報
を対象として、要約を作成します。 

期間を手動で指定す
る 

選択後、カレンダーアイコンを押下して期間を指定し、設定し
た期間の情報を対象として、要約を作成します。 

3  ［作成］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、看護サマリーの作成がキャンセルされ、看護サマリー一覧
画面に戻ります。 
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4  看護サマリーの作成が行われます 

ヒント
［生成キャンセル］を押下すると、要約の生成がキャンセルされます。 

5  要約結果画面が表示されます 
看護サマリーの作成が完了すると、要約結果画面が表示されます。 
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注意
「看護計画経過 全体要約」「看護計画経過 計画別要約」は、お使いの環境によって表示
が異なる場合があります。 

13.4 看護サマリーを再生成する 
要約結果画面から、看護サマリーを再生成します。 

1  ［再生成する］を押下します 
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2  看護サマリーの再生成が行われます 

再生成が完了すると、新しい要約結果画面が表示されます。 

ヒント
再生成した看護サマリーは新しいサマリーとして保存されます。再生成前のサマリーは看
護サマリー一覧画面から引き続き確認できます。 

13.5 看護サマリーにフィードバックする 
要約に対するフィードバックを送信します。フィードバックは要約精度の向上に利用されま
す。 
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1  ［フィードバックを送信］を押下します 

押下時、フィードバックの入力欄が表示されます。 

2  評価を入力します 

要約についての評価を5段階で入力します。 任意でコメントを入力します。 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、要約フィードバックがキャンセルされ、要約結果画面に戻
ります。 

3  ［送信］を押下します 

［送信］を押下すると、フィードバックが送信され、要約結果画面に戻ります。 

ヒント
一度送信したフィードバックは送信し直すことができます。 
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13.6 看護サマリーの情報源を確認する 
要約結果画面では、要約の生成に参照した情報を情報源として確認できます。 

1  ［情報源を表示］を押下します 

要約結果画面の各要約（全体要約・計画別要約）の右上に表示される［情報源を表示］を押
下します。 

2  情報源が表示されます 

画面の右側に情報源が表示され、押下した要約の生成に参照した看護記録（看護計画・経過
記録など）を確認できます。情報源は看護計画の計画番号ごとにまとめて表示され、各計画
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には、計画の区分・内容と、計画に紐づく経過記録（経過観察）が記録日時ごとに表示され
ます。全体要約の情報源では、入院前から入院に至るまでの経過（入院までの経過）もあわ
せて表示されます。 

ヒント
別の要約の［情報源を表示］を押下すると、表示する情報源が切り替わります。 
お使いの環境によって、表示される要約や項目が異なる場合があります。 

ヒント
情報源に表示される情報の出どころや、SOAP・SOAPEの区分の意味は、「情報源で表示
される項目の意味」を参照してください。 
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14 医師サマリー 

14.1 医師サマリー一覧を確認する 

対象 説明 

検索 
Enterキー押下時、姓、名、姓(カタカナ)、名(カタカナ)、患者番号を基に
部分一致検索を行います。姓(カタカナ)、名(カタカナ)はひらがなで入力
しても検索できます。 

フィル
ター 

要約日時またはステータスで条件に合った項目を検索します。 

要約ID 要約毎に一意のIDが表示されます。 

生成方式 要約の対象期間の指定方式が表示されます。 

ステータ
ス 

要約状況が表示されます。 

患者名 患者の氏名が表示されます。 

患者番号 患者番号が表示されます。 

入院日 患者の入院日が表示されます。 

退院日 患者の退院日が表示されます。 

要約日時 要約日時が表示されます。 
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14.2 ステータスの説明 

ステータス 説明 

完了 医師サマリーの生成が成功した 

キャンセル 医師サマリーの生成がキャンセルされた 

失敗 医師サマリーの生成が失敗した 

生成中 医師サマリーの生成中 

待機中 
医師サマリーの生成を待機中 
※要約の生成は1件ずつ行います。他の要約生成が完了するまでお
待ちいただく必要がございます。 

14.3 医師サマリーを作成する 

1  ［サマリーを作成］を押下します 

押下時、患者番号の入力・要約の対象期間の指定欄が表示されます。 
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2  必要項目を入力します 

患者番号を入力し、要約の対象期間を指定してください。 

対象 説明 

患者番号 
医療機関の電子カルテに登録されている患者番号を入力しま
す。 

電子カルテの入院期
間を自動取得する 

医療機関の電子カルテに登録されている入院日 ~ 退院日の情報
を対象として、要約を作成します。 

期間を手動で指定す
る 

選択後、カレンダーアイコンを押下して期間を指定し、設定し
た期間の情報を対象として、要約を作成します。 

3  ［作成］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、要約の作成がキャンセルされ、医師サマリー一覧画面に戻
ります。 
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4  医師サマリーの作成が行われます 

ヒント
［生成キャンセル］を押下すると、要約の生成がキャンセルされます。 

5  要約結果画面が表示されます 
医師サマリーの作成が完了すると、要約結果画面が表示されます。 

注意
「要約期間固定の要約」は、お使いの環境によって表示されない場合があります。 

45 / 143



14.4 医師サマリーを再生成する 
要約結果画面から、医師サマリーを再生成します。 

1  ［再生成する］を押下します 

2  医師サマリーの再生成が行われます 

再生成が完了すると、新しい要約結果画面が表示されます。 
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ヒント
再生成した医師サマリーは新しいサマリーとして保存されます。再生成前のサマリーは医
師サマリー一覧画面から引き続き確認できます。 

14.5 医師サマリーにフィードバックする 
要約に対するフィードバックを送信します。フィードバックは要約精度の向上に利用されま
す。 
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1  ［フィードバックを送信］を押下します 

押下時、フィードバックの入力欄が表示されます。 

2  評価を入力します 

要約についての評価を5段階で入力します。 任意でコメントを入力します。 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、要約フィードバックがキャンセルされ、要約結果画面に戻
ります。 

3  ［送信］を押下します 

［送信］を押下すると、フィードバックが送信され、要約結果画面に戻ります。 

ヒント
一度送信したフィードバックは送信し直すことができます。 
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14.6 医師サマリーの情報源を確認する 
要約結果画面では、要約の生成に参照した情報を情報源として確認できます。 

1  ［情報源を表示］を押下します 

要約結果画面の各要約の右上に表示される［情報源を表示］を押下します。 

2  情報源が表示されます 

画面の右側に情報源が表示され、押下した要約の生成に参照した診察記録（診察日時・記録
内容など）を確認できます。情報源は既往歴要約・症状経過及び検査結果・治療経過要約・
患者の概要・ADL低下の傾向のセクションごとに表示され、セクションに応じてSOAPの各区
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分が表示されます（既往歴要約では SOAP-A・SOAP-P、症状経過及び検査結果・治療経過要
約では SOAP-O・SOAP-A・SOAP-P）。 

ヒント
別の要約の［情報源を表示］を押下すると、表示する情報源が切り替わります。 
お使いの環境によって、表示される要約や項目が異なる場合があります。 

ヒント
情報源に表示される情報の出どころや、SOAP・SOAPEの区分の意味は、「情報源で表示
される項目の意味」を参照してください。 
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15 J-OSLER病歴要約 

15.1 J-OSLER病歴要約一覧を確認する 

対象 説明 

検索 
Enterキー押下時、姓、名、姓(カタカナ)、名(カタカナ)、患者番号、作成
者を基に部分一致検索を行います。姓(カタカナ)、名(カタカナ)はひらがな
入力でも検索にヒットします。 

フィル
ター 

最終更新日時で条件に合った項目を検索します。 

要約ID 要約毎に一意のIDが表示されます。 

患者名 患者の氏名が表示されます。 

患者番号 患者番号が表示されます。 

作成者 作成者の名前が表示されます。 

最終更新
日時 

最終更新日時が表示されます。 

15.2 J-OSLER病歴要約を作成する 
患者番号を指定して、J-OSLERの病歴要約様式の構成を軸に、病歴要約を自動作成します。 
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1  ［サマリーを作成］を押下します 

押下時、患者番号の入力欄が表示されます。 

2  患者番号を入力します 

医療機関の電子カルテに登録されている患者番号を入力してください。 

3  ［作成］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、作成がキャンセルされ、J-OSLER病歴要約一覧画面に戻り
ます。 
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4  病歴要約の生成が行われます 

J-OSLER病歴要約画面が表示され、生成が開始されます。 
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5  生成が完了すると、病歴要約が表示されます 

生成が完了すると、病歴要約の本文を確認できます。 

15.3 J-OSLER病歴要約に返信する 

1  返信内容を入力します 

回答に対する返信ができます。 返信内容を入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してくだ
さい。 

注意
内容が設定文字数を超える場合、返信を送信できません。 
文字数を減らして、Enterキーまたは［送信］を押下できる状態になったら、送信してく
ださい。 
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2  返信への回答が出力されます 
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15.4 J-OSLER病歴要約を再送信する 

1  ［編集］を押下します 

送信済みのチャットを編集し、再度送信できます。 

2  Enterキーまたは［送信］を押下します 

入力した内容を送信するには、［送信］を押下してください。 

注意
再送信すると、そのチャット以降の履歴はすべて削除され、元に戻すことはできません。 
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15.5 J-OSLER病歴要約にフィードバックする 
回答に対するフィードバックを送信します。フィードバックは精度の向上に利用されます。 

1  高評価または低評価アイコンを押下します 

ヒント
一度送信したフィードバックは送信し直すことができます。 
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2  フィードバックコメントを入力します 

フィードバックコメントの入力欄に入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してください。

ヒント
低評価アイコンを押下した場合のみフィードバックコメントの入力欄が表示されます。 

15.6 J-OSLER病歴要約の情報源を確認する 
病歴要約の生成結果について、生成に参照した情報を情報源として確認できます。 
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1  ［情報源を表示］を押下します 

生成結果に表示される［情報源を表示］を押下します。 

2  情報源が表示されます 

画面の右側に情報源が表示され、生成に参照した情報を記載項目ごとに分類して確認できま
す。情報源には、患者基本情報・入院情報・診察記録のほか、アレルギー・付箋（患者の注
意事項）・処方などの情報が表示されます。「主訴候補」「現病歴候補」のような「〜候
補」は、病歴要約の該当する欄の作成に使う候補として抽出した診察記録を表します。 

ヒント
各分類の見出しを押下すると、その分類の内容を開閉できます。また、［全て開閉］を押
下すると、すべての分類を一括で開閉できます。 
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ヒント
情報源に表示される情報の出どころや、SOAP・SOAPEの区分の意味は、「情報源で表示
される項目の意味」を参照してください。要約結果として出力される項目の意味は「J-
OSLER病歴要約の出力項目」を参照してください。 

15.7 J-OSLER病歴要約生成中の表示について 
回答の生成中は、処理の進行状況に応じて表示が変化することがあります。 

15.7.1 記録の参照中 

電子カルテの情報を参照しながら回答する場合、次の順で表示が変化します。 

「回答に必要な記録を読み込んでいます…」と表示されます。 
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「関連情報を確認しています…」と表示されます。 

参照内容がグレーで表示され、回答の出力が始まります。 
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出力が完了した状態です。参照内容はグレーで表示されます。 

15.7.2 会話履歴の整理中 

会話が長くなると、会話履歴が自動的に整理されます。 

「会話履歴を整理しています。」と表示されます。 

整理が完了するまでしばらくお待ちください。 
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整理が完了すると、「ここより前の会話履歴は整理されています」と表示されます。 

15.7.3 エラー 

生成中にエラーが発生した場合、「会話履歴の整理に失敗しました。再送信してくださ
い。」と表示されます。 
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15.8 J-OSLER病歴要約の出力項目 
J-OSLER病歴要約では、次の項目が表示されます。 

ヒント
出力内容は患者の記録状況に応じて異なります。記録状況によっては、一部の項目に情報
が無い旨が表示されます。 
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項目 説明 

主訴 
患者が医療機関を受診する最大の理由となった
症状が表示されます。 

現病歴 
今回の受診に至るまでの症状の経過や治療の経
緯が表示されます。 

既往歴 
過去にかかった病気やけが、治療の記録が表示
されます。 

アレルギー 
薬剤・食物・その他物質に対する過敏反応や、
使用を避けるべき薬剤の情報が表示されます。 

家族歴 
患者の家族が罹患した疾患や健康状態に関する
記録が表示されます。 

生活歴 
喫煙歴、飲酒歴、職業、ADL(日常生活動作)、
居住環境などの記録が表示されます。 

手術歴 
過去に受けた手術の術式名と実施時期が表示さ
れます。 

身体所見 
視診、触診、打診、聴診などで得られた客観的
データが表示されます。 

検査 
血液検査、画像検査(X線・CT・MRI・超音波な
ど)、心電図、生理機能検査などの結果が表示
されます。 

入院前内服 
入院前から処方され、入院時点で服用中の薬剤
が表示されます。 

入院中処方 
入院中に処方された薬剤、用法、用量が表示さ
れます。 

プロブレム 
患者が抱える医学的問題(診断名・症状・検査
値異常など)のリストが表示されます。 

経過 
各プロブレムに対する診療経過と、診断・治療
選択の要約が表示されます。 

手術内容 
入院中に施行された手術の術式名と実施時期が
表示されます。 

退院時処方 
退院時に処方された薬剤、用法、用量が表示さ
れます。 
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16 テキストサマリー 

16.1 テキストサマリー一覧を確認する 

対象 説明 

検索 
Enterキー押下時、姓、名、姓(カタカナ)、名(カタカナ)、患者番号、作成
者を基に部分一致検索を行います。姓(カタカナ)、名(カタカナ)はひらがな
入力でも検索にヒットします。 

フィル
ター 

最終更新日時で条件に合った項目を検索します。 

要約ID 要約毎に一意のIDが表示されます。 

患者名 患者の氏名が表示されます。 

患者番号 患者番号が表示されます。 

作成者 作成者の名前が表示されます。 

最終更新
日時 

最終更新日時が表示されます。 
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16.2 テキストサマリーを作成する 

1  ［サマリーを作成］を押下します 

押下時、患者番号の入力欄が表示されます。 

2  患者番号を入力します 

医療機関の電子カルテに登録されている患者番号を入力してください。 
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3  [作成]を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、テキストサマリーの作成がキャンセルされ、テキストサマ
リー一覧画面に戻ります。 

4  テキストサマリーの生成が行われます 

テキストサマリーチャット画面が表示され、初期メッセージへの回答が出力されます。 
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5  生成が完了すると、要約結果が表示されます 

16.3 テキストサマリーに返信する 

1  回答に返信します 

回答に対する返信ができます。 返信内容を入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してくだ
さい。 

注意
内容が設定文字数を超える場合、返信を送信できません。 
文字数を減らして、Enterキーまたは［送信］を押下できる状態になったら、送信してく
ださい。 
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2  返信への回答が出力されます 
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16.4 テキストサマリーを再送信する 

1  ［編集］を押下します 

送信済みのチャットを編集し、再度送信できます。 

2  Enterキーまたは［送信］を押下します 

入力した内容を送信するには、［送信］を押下してください。 

注意
再送信すると、そのチャット以降の履歴はすべて削除され、元に戻すことはできません。 
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16.5 テキストサマリーにフィードバックする 
回答に対するフィードバックを送信します。フィードバックは精度の向上に利用されます。 

1  高評価または低評価アイコンを押下します 

ヒント
一度送信したフィードバックは送信し直すことができます。 
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2  フィードバックコメントを入力します 

フィードバックコメントの入力欄に入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してください。

ヒント
低評価アイコンを押下した場合のみフィードバックコメントの入力欄が表示されます。 

16.6 テキストサマリーの情報源を確認する 
回答ごとに、回答の生成に参照した情報を情報源として確認できます。 
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1  ［情報源を表示］を押下します 

回答の下部に表示される［情報源を表示］を押下します。 

2  情報源が表示されます 

画面の右側に情報源が表示され、押下した回答の生成に参照した情報を確認できます。情報
源は、AIが参照した情報の種類ごとに取得した内容を表示します。「患者基本情報を取得」
のようなカードの見出しは、AIが回答の生成のために電子カルテから取得した情報の単位を
表します。 

ヒント
別の回答の［情報源を表示］を押下すると、表示する情報源が切り替わります。 
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ヒント
情報源に表示される情報の出どころや、SOAP・SOAPEの区分の意味は、「情報源で表示
される項目の意味」を参照してください。 

16.7 テキストサマリー生成中の表示について 
回答の生成中は、処理の進行状況に応じて表示が変化することがあります。 

16.7.1 記録の参照中 

電子カルテの情報を参照しながら回答する場合、次の順で表示が変化します。 

「回答に必要な記録を読み込んでいます…」と表示されます。 
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「関連情報を確認しています…」と表示されます。 

参照内容がグレーで表示され、回答の出力が始まります。 
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出力が完了した状態です。参照内容はグレーで表示されます。 

16.7.2 会話履歴の整理中 

会話が長くなると、会話履歴が自動的に整理されます。 

「会話履歴を整理しています。」と表示されます。 

整理が完了するまでしばらくお待ちください。 
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整理が完了すると、「ここより前の会話履歴は整理されています」と表示されます。 

16.7.3 エラー 

生成中にエラーが発生した場合、「会話履歴の整理に失敗しました。再送信してくださ
い。」と表示されます。 
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17 ボイスサマリー 

17.1 ボイスサマリー一覧を確認する 

対象 説明 

検索 
Enterキー押下時、姓、名、姓(カタカナ)、名(カタカナ)、患者番号、タグ
を基に部分一致検索を行います。姓(カタカナ)、名(カタカナ)はひらがな入
力でも検索にヒットされます。 

フィル
ター 

作成日時またはステータスで条件に合った項目を検索します。 

診療ID 診療毎に一意のIDが表示されます。 

ステータ
ス 

診療状況が表示されます。 

患者名 患者の氏名が表示されます。 

患者番号 患者番号が表示されます。 

作成者 作成者の名前が表示されます。 

タグ タグが表示されます。 

作成日時 作成日時が表示されます。 
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17.2 ステータスの説明 

ステータス 説明 

完了 要約が成功した。 

キャンセル 要約がキャンセルされた。 

失敗 文字起こし、または要約が失敗した。 

生成中 文字起こし、または要約の生成中。 

待機中 
文字起こし、または要約を待機中 
※文字起こし、要約は1件ずつ行います。他の処理が完了するまでお
待ちいただく必要がございます。 

17.3 ボイスサマリーを作成する（収録） 

1  ［収録をスタート］を押下します 

押下時、患者番号の入力欄が表示されます。 
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2  患者番号を入力します 

医療機関の電子カルテに登録されている患者番号を入力してください。 

3  ［確定］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、収録のスタートがキャンセルされ、ボイスサマリー一覧画
面に戻ります。 
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4  ［録音開始］を押下します 

ヒント
マイクの選択欄を押下すると、録音に使用するマイクを選択できます。 

ヒント
録音を開始せずにマイクへ話しかけると、音声が検出されている旨のメッセージが表示さ
れます。 
録音する場合は［録音開始］を押下してください。 
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5  ［録音終了］を押下し、文字起こしを開始します 

ヒント
［一時停止］を押下すると、録音が一時停止されます。［再開］を押下すると録音を再開
できます。 

注意
録音時間には上限が設けられており、上限を超えると録音が自動的に終了します。 

ヒント
録音中に無音の状態が続くと、無音である旨のメッセージが表示されます。 
マイクが正しく接続されているかを確認してください。 
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6  文字起こし結果が表示され、要約の生成が行われます 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、要約の生成がキャンセルされます。 
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7  生成が完了すると、要約結果が表示されます 

注意
文字起こし結果が上限値を超える場合、生成に失敗します。 
上限値に収まるように修正し、［文字起こしデータを要約する］を押下し、再生成を行っ
てください。 
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17.4 ボイスサマリーを作成する（ファイルアップ
ロード） 

1  ［収録をスタート］を押下します 

押下時、患者番号の入力欄が表示されます。 

2  患者番号を入力します 

医療機関の電子カルテに登録されている患者番号を入力してください。 
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3  ［確定］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、収録のスタートがキャンセルされ、ボイスサマリー一覧画
面に戻ります。 

4  ［アップロード］を選択します 
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5  音声ファイルを選択します 

ヒント
対応しているファイル形式: aac / aiff / au / flac / m4a / mp3 / oga / ogg / opus / wav /
weba 

ヒント
ファイルをドラッグ＆ドロップして選択することもできます。 

6  ［アップロード］を押下し、文字起こしを開始します 
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7  文字起こし結果が表示され、要約の生成が行われます 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、要約の生成がキャンセルされます。 

8  生成が完了すると、要約結果が表示されます 
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注意
文字起こし結果が上限値を超える場合、生成に失敗します。 
上限値に収まるように修正し、［文字起こしデータを要約する］を押下し、再生成を行っ
てください。 

17.5 ボイスサマリーを確認・修正する 
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対象 説明 

録音データ 
録音したデータが表示されます。再生・ダウンロードが可能で
す。 

文字起こしテキスト 音声を元にした文字起こし結果が表示されます。編集可能です。

要約結果 要約結果が表示されます。 

再生成 
文字起こしテキストを編集している場合、ボタンを押下するこ
とで再生成が可能になります。 

17.6 ボイスサマリーにフィードバックする 
文字起こし・要約に対するフィードバックを送信します。フィードバックは精度の向上に利
用されます。 

1  ［フィードバックを送信］を押下します 

押下時、フィードバックの入力欄が表示されます。 

2  評価を入力します 

文字起こし・要約についての評価を5段階で入力します。 任意でコメントを入力します。 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、フィードバックがキャンセルされ、詳細画面に戻ります。 
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3  評価を送信します 

［送信］を押下すると、フィードバックが送信され、詳細画面に戻ります。 

ヒント
一度送信したフィードバックは送信し直すことができます。 
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18 チャット 

18.1 チャットを作成する 

1  質問を入力します 

チャット画面の下部にある入力欄に質問を入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してくだ
さい。 

注意
内容が設定文字数を超える場合、チャットの送信ができません。 
文字数を減らして、Enterキーまたは［送信］を押下できる状態になったら、送信してく
ださい。 
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2  回答の生成が行われます 

3  生成が完了すると、回答が表示されます 

送信された質問に対する回答が自動的に生成され、チャット画面に表示されます。 

18.2 チャットに返信する 

1  返信内容を入力します 

回答に対する返信ができます。 返信内容を入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してくだ
さい。 
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注意
内容が設定文字数を超える場合、チャットの送信ができません。 
文字数を減らして、Enterキーまたは［送信］を押下できる状態になったら、送信してく
ださい。 

2  返信への回答が出力されます 
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18.3 チャットを再送信する 

1  ［編集］を押下します 

送信済みのチャットを編集し、再度送信できます。 

2  Enterキーまたは［送信］を押下します 

入力した内容を送信するには、［送信］を押下してください。 

注意
再送信すると、そのチャット以降の履歴はすべて削除され、元に戻すことはできません。 
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18.4 チャットにフィードバックする 
回答に対するフィードバックを送信します。フィードバックは精度の向上に利用されます。 

1  高評価または低評価アイコンを押下します 

ヒント
一度送信したフィードバックは送信し直すことができます。 
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2  フィードバックコメントを入力します 

フィードバックコメントの入力欄に入力し、Enterキーまたは［送信］を押下してください。

ヒント
低評価アイコンを押下した場合のみフィードバックコメントの入力欄が表示されます。 

18.5 チャットの履歴を確認する 

1  チャット履歴画面を表示します 

チャット画面にアクセスすると、過去のチャット履歴が一覧で表示されます。 各チャットに
は、質問内容、患者番号、患者名、作成日時が表示されます。 

ヒント
ログインユーザーのチャット履歴のみ見ることができます。 
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18.6 チャットの情報源を確認する 
回答ごとに、回答の生成に参照した情報を情報源として確認できます。 

1  ［情報源を表示］を押下します 

回答の下部に表示される［情報源を表示］を押下します。 

2  情報源が表示されます 

画面の右側に情報源が表示され、押下した回答の生成に参照した情報を確認できます。情報
源は、AIが参照した情報の種類ごとに取得した内容を表示します。「患者基本情報を取得」
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のようなカードの見出しは、AIが回答の生成のために電子カルテから取得した情報の単位を
表します。 

ヒント
別の回答の［情報源を表示］を押下すると、表示する情報源が切り替わります。 

ヒント
情報源に表示される情報の出どころや、SOAP・SOAPEの区分の意味は、「情報源で表示
される項目の意味」を参照してください。 

18.7 チャット生成中の表示について 
回答の生成中は、処理の進行状況に応じて表示が変化することがあります。 

18.7.1 記録の参照中 

電子カルテの情報を参照しながら回答する場合、次の順で表示が変化します。 

「回答に必要な記録を読み込んでいます…」と表示されます。 
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「関連情報を確認しています…」と表示されます。 

参照内容がグレーで表示され、回答の出力が始まります。 
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出力が完了した状態です。参照内容はグレーで表示されます。 

18.7.2 会話履歴の整理中 

会話が長くなると、会話履歴が自動的に整理されます。 

「会話履歴を整理しています。」と表示されます。 

整理が完了するまでしばらくお待ちください。 
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整理が完了すると、「ここより前の会話履歴は整理されています」と表示されます。 

18.7.3 エラー 

生成中にエラーが発生した場合、「会話履歴の整理に失敗しました。再送信してくださ
い。」と表示されます。 
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19 情報源で表示される項目の意味 
看護サマリー・医師サマリー・J-OSLER病歴要約・テキストサマリー・チャットの各画面で
［情報源を表示］を押下すると、要約や回答の生成に参照した情報（情報源）が表示されま
す。ここでは、情報源の読み方と、名称から意味が分かりにくい表示名の意味をまとめてい
ます。情報源の表示方法は、各機能の「情報源を確認する」を参照してください。なお、ボ
イスサマリーには情報源を表示する機能がないため、本ページの対象外です。 

ヒント
お使いの環境によって、情報源を確認できる機能や表示される項目が異なる場合がありま
す（例: チャット・テキストサマリーの既往歴（病名一覧）が表示されない場合がありま
す）。 

19.1 表示される情報の出どころ 
情報源に表示される内容には、電子カルテの記録に由来するものと、OPTiM AI ホスピタルが
表示のために整理したものがあります。 

出どころ 該当するもの 

電子カルテの記録 
記録の本文・日時・病名・患者の氏名な
どの値そのもの、SOAP（SOAPE）などカ
ルテの記録様式・区分 

OPTiM AI ホスピタル 
各項目の見出し（表示名）や情報の種類
の名称、日時などの表示形式、記録のま
とめ方・並び順 

情報源の画面では、灰色の背景が付いた項目名（例: 計画区分名）やカードの見出し（例:
チャットの「診察記録（条件検索）を取得」）が OPTiM AI ホスピタルの付けた名前、項目
名の右側に表示される内容が電子カルテの記録の値です。項目名は「薬剤名」「病名」「記
録日時」のように名称のとおりの内容を表し、記録日時・診察日時は、その記録が電子カル
テに記載された日時を指します。 

以下は看護サマリーの画面例です。赤枠の項目名「計画区分名」が OPTiM AI ホスピタルの
付けた名前で、その右側の「看護問題」が電子カルテに記録された値です。「計画番号 #1」
「経過観察」などの見出しも OPTiM AI ホスピタルが付けた名前です。 
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19.2 SOAP・SOAPEの区分 
情報源の項目名の多くは名称のとおりの内容ですが、画面例にもあるSOAP・SOAPEの区分
は略語のため、ここで意味を説明します。機能を問わず、経過記録や診察記録の記録内容は
SOAP（看護の経過記録はSOAPE）の区分ごとに表示されます。各区分の意味は次のとおり
です。 

表示名 説明 

SOAP-S：主観情報 
患者本人の訴え・自覚症状など主観的な
情報 

SOAP-O：客観情報 
バイタル・観察・検査所見など客観的な
情報 

SOAP-A：評価 
主観・客観情報を踏まえたアセスメント
（評価） 

SOAP-P：計画 今後の対応・治療やケアの計画 

SOAP-E：評価 
実施したケアの結果に対する評価（看護
の経過記録で使用） 

ヒント
これらの区分は、お使いの環境によっては表示されない場合があります。 
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20 高度な設定 テキストサマリー 

20.1 高度な設定 テキストサマリー一覧を確認する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

対象 説明 

タイトル 
設定のタイトルが表示されます。 
保存された下書きがある場合、「下書きあり」と表示されます。 

URL 機能を外部から利用する際に必要なURLが表示されます。 

公開状態 設定に対応した要約機能の公開状態が表示されます。 

ラベル 設定に割り当てられているラベルが表示されます。 

操作 設定を編集・削除できます。 
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20.2 公開状態の説明 

ステータス 説明 

公開 設定に対応した要約機能は公開中

非公開 設定に対応した要約機能は非公開

20.3 URLの活用方法 

20.3.1 基本的な使い方 

高度な設定 テキストサマリー一覧にあるコピーボタンから、各テキストサマリーのURLをコ
ピーできます。 

電子カルテベンダーは、テキストサマリー画面へ直接遷移するボタンを実装する際に、この
URLを利用できます。 手順は以下の通りです： 

テキストサマリー一覧のコピーボタンからURLをコピーする 
コピーしたURLの末尾に患者番号を追加 
必要に応じてクエリパラメーターでタグを指定 
完成したURLをボタンのリンク先に設定 

ユーザーは電子カルテ画面上のボタンをクリックするだけで、該当患者のテキストサマリー
画面へ直接アクセス可能になります。 

ヒント
ボタンを設定する作業は、主に施設と電子カルテのベンダーとの間で実施いただきます。 
ボタン設定時に不明点があれば、ご担当の OPTiM 営業にお問い合わせください。 

1. 
2. 
3. 
4. 
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20.3.2 タグ指定 

クエリパラメーターでtagsの配列のkey・valueを指定することで、要約結果にタグを埋め込
むことができます。 

ヒント
タグのkey・valueに指定できる具体的な値（例: 診療科の正式名称やコードなど）は、連
携する電子カルテのシステム仕様によって決まります。 
詳細は、ご利用の電子カルテのベンダーへお問い合わせください。 

注意
タグは合計5件を指定でき、5件を超えるタグが付与された場合エラーメッセージが表示さ
れます。 

20.3.3 URL作成例 

以下に具体的な例を示します。 

コピーしたURL 
https://127.0.0.1/text-summary-settings/
00000000-0000-0000-0000-000000000001/text-summaries/new/ 

127.0.0.1：実際は各施設のサーバーのIPアドレスに相当する 
患者番号 

000001 
タグ 

タグ1(インデックス0) 
key: 医師名 
value: 山田太郎 

タグ2(インデックス1) 
key: 診療科 
value: 内科 

完成後のURL 
タグ無しの場合 

https://127.0.0.1/text-summary-settings/
00000000-0000-0000-0000-000000000001/text-summaries/new/
000001 

タグ有りの場合 
https://127.0.0.1/text-summary-settings/
00000000-0000-0000-0000-000000000001/text-summaries/new/
000001?tags[0][key]=医師名&tags[0][value]=山田太郎&tags[1][key]=診療
科&tags[1][value]=内科 

• 
◦ 

▪ 

• 
◦ 

• 
◦ 

▪ 

▪ 

◦ 

▪ 

▪ 

• 
◦ 

▪ 

◦ 

▪ 
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20.4 高度な設定 テキストサマリーを作成する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  ［新規作成］を押下します 

押下すると、新規設定の入力欄が表示されます。 

2  作成内容を入力します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると新規設定の作成がキャンセルされ、一覧画面に戻ります。 
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対象 説明 

タイトル 設定の名前です。入力必須です。 

説明 設定の説明です。 

公開状態 
設定に対応した要約機能を公開するか選択します。後から切り替
え可能です。 

テンプレート プロンプトのテンプレートを選択します。入力必須です。 

プロンプト 
生成AIに対する命令文です。 
選択したテンプレートの内容が表示されます。後から編集可能で
す。 

ラベル 
設定に割り当てるラベルを選択します。複数選択できます。後か
ら編集可能です。 

ヒント
ラベルは、高度な設定 システムのラベル管理で作成します。ラベルが1件も作成されてい
ない場合、ラベルの選択欄は表示されません。 

3  入力が完了したら［作成］を押下します 

［作成］を押下すると設定が登録され、編集画面に遷移します。 
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注意
設定の作成数には上限があります。上限に達した場合は、不要な設定を削除してくださ
い。作成上限を変更したい場合には、ご担当の OPTiM 営業にお問い合わせください。 

20.5 高度な設定 テキストサマリーを編集する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 
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1  一覧画面で［編集］を押下するか、設定を新規作成します 

押下すると、編集画面が表示されます。 

2  更新内容を入力します 

3  編集が完了したら［更新］を押下します 

［更新］を押下すると設定が更新され、一覧画面に戻ります。 
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対象 説明 

下書きを破棄 下書きが破棄され前回更新した時点の状態に戻ります。 

下書きを保存 
下書きを保存できます。 
下書きを保存した段階では公開されている機能に影響を与えませ
ん。 

タイトル 設定の名前です。編集可能です。 

説明 設定の説明です。編集可能です。 

公開状態 設定に対応した要約機能を公開するか選択します。 

ラベル 設定に割り当てるラベルを選択します。複数選択できます。 

プロンプト 生成AIに対する命令文です。編集可能です。 

患者番号 テストで使用する患者番号です。編集可能です。 

生成 プロンプトの命令分と、患者番号から要約結果を試します。 

要約結果 要約結果を表示します。 

20.6 高度な設定 テキストサマリーを削除する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  一覧画面で［削除］を押下すると、警告が表示されます 
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2  ［削除］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると設定の削除がキャンセルされ、一覧画面に戻ります。 

［削除］を押下すると、設定情報が削除され、一覧画面に戻ります。 
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21 高度な設定 ボイスサマリー 

21.1 高度な設定 ボイスサマリー一覧を確認する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

対象 説明 

タイトル 
設定のタイトルが表示されます。 
保存された下書きがある場合、「下書きあり」と表示されます。 

URL 機能を外部から利用する際に必要なURLが表示されます。 

公開状態 設定に対応した要約機能の公開状態が表示されます。 

ラベル 設定に割り当てられているラベルが表示されます。 

操作 設定を編集・削除できます。 
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21.2 公開状態の説明 

ステータス 説明 

公開 設定に対応した要約機能は公開中

非公開 設定に対応した要約機能は非公開

21.3 URLの活用方法 

21.3.1 基本的な使い方 

高度な設定 ボイスサマリー一覧 にあるコピーボタンから、各ボイスサマリーのURLをコピー
できます。 

電子カルテベンダーは、録音画面へ直接遷移するボタンを実装する際に、このURLを利用で
きます。 手順は以下の通りです： 

ボイスサマリー一覧のコピーボタンからURLをコピーする 
コピーしたURLの末尾に患者番号を追加 
必要に応じてクエリパラメーターでタグを指定 
完成したURLをボタンのリンク先に設定 

ユーザーは電子カルテ画面上のボタンをクリックするだけで、該当患者の音声収録画面へ直
接アクセス可能になります。 

ヒント
ボタンを設定する作業は、主に施設と電子カルテのベンダーとの間で実施いただきます。 
ボタン設定時に不明点があれば、ご担当の OPTiM 営業にお問い合わせください。 

1. 
2. 
3. 
4. 
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21.3.2 タグ指定 

クエリパラメーターでtagsの配列のkey・valueを指定することで、要約結果にタグを埋め込
むことができます。 

ヒント
タグのkey・valueに指定できる具体的な値（例: 診療科の正式名称やコードなど）は、連
携する電子カルテのシステム仕様によって決まります。 
詳細は、ご利用の電子カルテのベンダーへお問い合わせください。 

注意
タグは合計5件を指定でき、5件を超えるタグが付与された場合エラーメッセージが表示さ
れます。 

21.3.3 URL作成例 

以下に具体的な例を示します。 

コピーしたURL 
https://127.0.0.1/voice-summary-settings/
00000000-0000-0000-0000-000000000001/voice-summaries/recording/ 

127.0.0.1：実際は各施設のサーバーのIPアドレスに相当する 
患者番号 

000001 
タグ 

タグ1(インデックス0) 
key: 医師名 
value: 山田太郎 

タグ2(インデックス1) 
key: 診療科 
value: 内科 

完成後のURL 
タグ無しの場合 

https://127.0.0.1/voice-summary-settings/
00000000-0000-0000-0000-000000000001/voice-summaries/
recording/000001 

タグ有りの場合 
https://127.0.0.1/voice-summary-settings/
00000000-0000-0000-0000-000000000001/voice-summaries/
recording/000001?tags[0][key]=医師名&tags[0][value]=山田太郎&tags[1]
[key]=診療科&tags[1][value]=内科 

• 
◦ 

▪ 

• 
◦ 

• 
◦ 

▪ 

▪ 

◦ 

▪ 

▪ 

• 
◦ 

▪ 

◦ 

▪ 
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21.4 高度な設定 ボイスサマリーを作成する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  ［新規作成］を押下します 

押下すると、新規設定の入力欄が表示されます。 

2  作成内容を入力します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると新規設定の作成がキャンセルされ、一覧画面に戻ります。 
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対象 説明 

タイトル 設定の名前です。入力必須です。 

説明 設定の説明です。 

公開状態 
設定に対応した要約機能を公開するか選択します。後から切り替
え可能です。 

テンプレート プロンプトのテンプレートを選択します。入力必須です。 

プロンプト 
生成AIに対する命令文です。 
選択したテンプレートの内容が表示されます。後から編集可能で
す。 

ラベル 
設定に割り当てるラベルを選択します。複数選択できます。後か
ら編集可能です。 

ヒント
ラベルは、高度な設定 システムのラベル管理で作成します。ラベルが1件も作成されてい
ない場合、ラベルの選択欄は表示されません。 

3  入力が完了したら［作成］を押下します 

［作成］を押下すると設定が登録され、編集画面に遷移します。 
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注意
設定の作成数には上限があります。上限に達した場合は、不要な設定を削除してくださ
い。作成上限を変更したい場合には、ご担当の OPTiM 営業にお問い合わせください。 

21.5 高度な設定 ボイスサマリーを編集する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 
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1  一覧画面で［編集］を押下するか、設定を新規作成します 

押下すると、編集画面が表示されます。 

2  更新内容を入力します 

3  編集が完了したら［更新］を押下します 

［更新］を押下すると設定が更新され、一覧画面に戻ります。 
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対象 説明 

下書きを破棄 下書きが破棄され前回更新した時点の状態に戻ります。 

下書きを保存 
下書きを保存できます。 
下書きを保存した段階では公開されている機能に影響を与えませ
ん。 

タイトル 設定の名前です。編集可能です。 

説明 設定の説明です。編集可能です。 

公開状態 設定に対応した要約機能を公開するか選択します。 

ラベル 設定に割り当てるラベルを選択します。複数選択できます。 

プロンプト 生成AIに対する命令文です。編集可能です。 

音声ファイルを
アップロード 

音声ファイルから文字起こしの文章を作成します。 

文字起こし 要約の動作確認のための文章です。編集可能です。 

生成 プロンプトの命令文と、文字起こしの文章から要約を試します。 

要約結果 要約結果を表示します。 

21.6 高度な設定 ボイスサマリーを削除する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 
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1  一覧画面で［削除］を押下すると、警告が表示されます 

2  ［削除］を押下します 

ヒント
［キャンセル］を押下すると設定の削除がキャンセルされ、一覧画面に戻ります。 

［削除］を押下すると、設定情報が削除され、一覧画面に戻ります。 
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22 高度な設定 システム 

22.1 高度な設定 システム サマリー自動生成の設定を
編集する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  左側で変更したいサマリーを選択します 

看護サマリーまたは医師サマリーを選択します。設定はサマリーごとに別々に管理されま
す。 

2  設定内容を変更します 

サマリーの自動生成の有効 / 無効、作成時刻、作成条件を変更します。 
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対象 説明 

サマリーの自動
生成 

有効 にすると、設定した条件でサマリーが自動生成されます。 無効
にすると、自動生成は行われません。 

作成時刻 自動生成を実行する時刻です。毎日1回、この時刻に実行されます。

作成条件 
指定した作成時刻の時点で、退院日が何日前・当日・何日後の患者
のサマリーを自動生成するか選択します。 

設定変更メッ
セージ 

設定を変更すると表示されます。変更内容を保存するには、［更
新］を押下します。 

22.2 作成条件の選び方 
作成条件は、 7日前 から 7日後 まで設定できます。 

設定値 自動生成されるサマリー 
例：作成日が
4/15の場合 

3日前 
指定した作成時刻の時点で、退院日が3日
後の患者のサマリー 

退院日が4/18
の患者 

当日 
指定した作成時刻の時点で、退院日が当日
の患者のサマリー 

退院日が4/15
の患者 

2日後 
指定した作成時刻の時点で、退院日が2日
前の患者のサマリー 

退院日が4/13
の患者 
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3  変更内容を確認し、［更新］を押下します 

［更新］を押下すると、選択中のサマリーの設定が保存されます。 

ヒント
［キャンセル］を押下すると、保存していない変更を破棄し、最後に保存した状態に戻し
ます。 

22.3 高度な設定 システム サマリー自動生成を今すぐ
に実行する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

1  実行したいサマリーを選択し、作成条件を確認します 

看護サマリーまたは医師サマリーを選択し、必要に応じて作成条件を変更します。 

ヒント
サマリーの自動生成が 無効 の状態でも、［今すぐにサマリー生成を実行］は利用できま
す。 

2  ［今すぐにサマリー生成を実行］を押下します 

押下すると、画面に表示されている条件でサマリーの生成が開始されます。 
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対象 説明 

実行対象 その時点で選択しているサマリーだけが実行されます。 

作成条件 画面に表示されている作成条件で実行されます。 

設定の保存 
手動実行では設定は保存されません。設定も変更したい場合
は、別途［更新］を押下します。 

ヒント
実行に成功すると、「サマリー生成を実行しました。」と表示されます。 

注意
直前に同じサマリー生成を実行してから60秒以内は再実行できません。その場合は、しば
らく待ってから再度実行してください。 

22.4 高度な設定 システム ラベルを管理する 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

ラベルは、機能・設定やユーザーを分類するための目印です。 ここで作成したラベルを、ラ
ベル割り当てで各対象に割り当てます。 

1  左側で［ラベル管理］の［ラベル編集］を選択します 

作成済みのラベルが一覧で表示されます。 
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2  ［新規作成］を押下し、ラベルを作成します 

ラベル名を入力し、［作成］を押下するとラベルが追加されます。 

ヒント
ラベルは60件まで作成できます。ラベル名は20文字以内で入力します。日本語や英数字、
記号などを使用できます。ただし半角の / ; % \ は使用できません。すでに使用されている
ラベル名は登録できません。文字コードは UTF-8 です。 

130 / 143



3  ラベルを編集・削除します 

各ラベルの［編集］でラベル名を変更し、［削除］でラベルを削除します。 

ヒント
ラベルを削除すると、そのラベルを割り当てていた機能・設定やユーザーからもラベルが
外れます。機能・設定やユーザーそのものは削除されません。 

4  ラベルの並び順を変更します 

ラベルをドラッグして並び順を変更します。ここで設定した並び順は、ラベル割り当てやラ
ベルの絞り込みでの表示順に反映されます。 

22.5 高度な設定 システム ラベルを割り当てる 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

ラベル編集で作成したラベルを、機能・設定やユーザーに割り当てます。 

1  左側で［ラベル管理］の［ラベル割り当て］を選択します 

割り当て対象が種類ごとに一覧で表示されます。 
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種類 割り当て対象 

ユーザー割り当て 登録されている各ユーザー 

ドキュメント生成割り当て 看護サマリー、医師サマリー、J-OSLER病歴要約

テキストサマリー割り当て 高度な設定 テキストサマリーで作成した各設定 

ボイスサマリー割り当て 高度な設定 ボイスサマリーで作成した各設定 

2  割り当て対象の［割り当てラベル］を押下し、ラベルを選択します 

割り当てるラベルを選択します。選択するたびに自動で保存されます。 
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項目 説明 

ラベルを個別に選択 
割り当てたいラベルを選択します。［すべて選択］で
すべてのラベルを選択、［選択をクリア］で選択を解
除できます。 

すべてのラベルを指定 
有効にすると、今後追加されるラベルを含め、常にす
べてのラベルが割り当てられた状態になります。 

ヒント
非表示に設定されている機能や、対象の設定が存在しない種類は、一覧に表示されませ
ん。 
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23 高度な設定 プロンプト作成ガイド 

注意
高度な設定は管理者ユーザーのみ利用可能です。 

23.1 プロンプトの役割 
プロンプトは、AIに実施してほしい内容や出力条件を伝える指示文です。 
生成結果に含める情報、文章の構成、表現のしかたを明確に指定することで、より精度の高
い回答を作成できます。 
反対に、指示が曖昧なままでは、必要な情報が不足したり、読み手にとって分かりにくい結
果になったりするため、プロンプトは出力品質を左右する重要な設定です。 
また、プロンプトをカスタマイズすることで、出力内容の調整や記載方針の指定ができ、
ユーザーの運用ルールに沿った回答を生成できます。 

23.2 プロンプトの基本構成 
OPTiM AI ホスピタルでは、冒頭の目的説明と3つのセクション（definitions、contents、
instructions）で構成するプロンプトを推奨しています。 各セクションが明確な役割を持つこ
とで、AIが何をするべきかを段階的に理解しやすくなり、出力品質を安定させることができ
ます。 

23.2.1 冒頭の目的説明 

冒頭では、タスクの概要を1〜2文で明確に示します。 
例として「診療の会話記録を使って、IC記録要約（術前）を作成してください」のように、
何をどのように処理するかを最初に記載します。 
あわせて「用語は <definitions> タグに記載します」のような構造説明を入れると、後続
セクションとの関係が分かりやすくなります。 

23.2.2 定義セクション（definitions） 

<definitions> では、入力データ（会話記録、報告書など）と出力データ（作成する文章
の目的や用途）を定義します。 
専門用語の意味や解釈もここでそろえることで、AIが処理対象を正しく理解しやすくなり、
解釈のずれを防げます。 

23.2.3 内容セクション（contents） 

<contents> では、出力に含める項目を見出し構造で整理します。 
重要な項目（状況分析、対応内容、結果など）に具体例を添えることで、AIが抽出すべき情
報を判断しやすくなり、記載漏れの少ない出力につながります。 
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23.2.4 指示セクション（instructions） 

<instructions> では、言語、文体、時制、表記ルールなどの書き方を指定します。 
冗長な表現を避ける条件も明記することで、読みやすく一貫性のある文章を作成できます。 

23.3 取得可能なデータ項目 
以下は、テキストサマリーのプロンプトで利用できるデータ項目の例です。 

テキストサマリーのプロンプトでは、システムで取得できるデータ項目を指定して、文章作
成に利用できます。 

データ項目 

入院情報 

既往歴 

診療記録 

患者説明 

インフォームドコンセント

退院支援 

リハビリ 

ＳＯＡＰ 

看護計画 

経過記録 

ヒント
テキストサマリーの回答が実際に参照したデータは、回答ごとの［情報源を表示］から確
認できます。プロンプトで意図したデータが取得できているかの確認に利用できます。 

23.4 効果的なプロンプトを作成する 

23.4.1 プロンプトの作成と利用の手順 

以下は高度な設定 テキストサマリーを例とします。 
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1  新規作成画面で「テンプレート」の「汎用テンプレート」を選択し
ます 

高度な設定の新規作成画面を開き、「テンプレート」で「汎用テンプレート」を選択しま
す。 

2  必要な項目を入力し、［作成］を押下します 

タイトルや説明などの必要項目を入力し、［作成］を押下して設定を作成します。 
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3  詳細画面でプロンプトを編集し、{{}}の項目を置換します 

作成後に表示される詳細画面でプロンプトを編集し、{{}}で囲まれた項目を用途に合わせて書
き換えます。 

4  内容を確認し、［更新］を押下します 

置換漏れがないことを確認したうえで、［更新］を押下して反映します。 
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23.4.2 テンプレート例 

以下は、目的や出力条件を整理して記載するためのテンプレートです。 用途に合わせて置換
項目を書き換えて利用してください。 

{{取得可能なデータ項目名}}を取得し、{{作成対象}}を作成してください。
用語が何を指しているかは<definitions>タグに記載しています。
{{作成対象}}の作成は<instructions>タグの指示に従ったフォーマットで行ってください。
{{作成対象}}に含めるべき内容は<contents>タグに書かれています。

<definitions>

{{

用語の説明を箇条書きなどで記載
例）
- 〇〇: 説明......

}}

</definitions>

<contents>

{{作成対象}}は、取得した情報をもとに作成してください。
取得した情報に記載のない予想や展望は書かないようにしてください。

{{

作成対象に含めたい内容を記載
例）
以下の内容のいずれかが含まれていることが期待されます。
# 〇〇
説明......

}}

</contents>

<instructions>

1. {{作成対象}}は日本語で出力してください。
2. {{作成対象}}は{{文体}}を用いて書いてください。
    - 悪い例: {{文体の悪い例}}

    - 良い例: {{文体の良い例}}

3. {{時制の説明}}となるため、{{時制}}を用いてください。
4. {{フォーマット制限}}を使わずに作成してください。
5. {{主語の扱い}}してください。
    - 悪い例: {{主語の悪い例}}

    - 良い例: {{主語の良い例}}

6. {{引用の扱い}}してください。
    - 悪い例: {{引用の悪い例}}

    - 良い例: {{引用の良い例}}

</instructions>
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23.4.3 テンプレート利用時の確認事項 

{{}}で囲まれた部分は、用途に合わせて書き換えてください。 
不要な置換項目は削除してください。 

23.4.4 置換項目と説明 

取得可能なデータ項目名: 取得可能なデータの項目名 (例) 入院情報、患者説明、イン
フォームドコンセント 
作成対象: 何を作成するか (例) 患者の概要、既往歴、症状記録、ADL評価 
文体: 文章のスタイル (例) 言い切り（「〜だ」）、丁寧語（「〜です」）、体言止め 
文体の悪い例: その文体の誤った使用例 (例) 「体調は改善していきました。」 
文体の良い例: その文体の正しい使用例 (例) 「体調は改善した。」 
時制: 使用する時制 (例) 過去形、現在形 
時制の説明: なぜその時制を使うか (例) 過去の記録の要約となるため 
フォーマット制限: 使わない書式 (例) 箇条書き、Markdown形式 
主語の扱い: 主語の省略有無 (例) 主語を省略、主語を明記 
主語の悪い例: 主語の扱いに関する誤った使用例 
主語の良い例: 主語の扱いに関する正しい使用例 
引用の扱い: 引用表現の扱い (例) 引用表現を使わない、引用元を明記 
引用の悪い例: 引用の扱いに関する誤った使用例 
引用の良い例: 引用の扱いに関する正しい使用例 

23.4.5 プロンプト例 

• 
• 

• 

• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 
• 

データを取得し、入院患者の症状経過、検査結果、治療経過をまとめた要約を作成してください。
用語が何を指しているかは<definitions>タグに書かれています。
要約の作成は<instructions>タグの指示に従ったフォーマットで行ってください。
要約に含めるべき内容は<contents>タグに書かれています。

<definitions>

- 入院情報: 入院患者の詳細情報
- 診療記録: 医師が患者の状態を記録した情報
- 症状経過: 患者の症状が入院からどのように変化したのか
- 検査結果: 患者の検査結果
- 治療経過: 患者が治療によってどのような経過を辿ったか
</definitions>

<contents>

要約は、診療記録の内容をもとに作成してください。
取得した情報に記載のない予想や展望は書かないようにしてください。

日付ごとに要約を分ける必要はありません。
最終的に患者がどうなったのかという部分を重視して要約を作成してください。
可能ならば、病名ごとに要約を分けて生成してください。
病名ごとに分けて要約を書く場合は、「〇〇病」というように病名を先頭に付けてください。
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23.5 プロンプト作成時の注意点 

23.5.1 注意点 

目的は1つに絞って記載する 
1つのプロンプトに複数の目的を書くと、出力が不安定になります。 

取得可能なデータ項目に合わせて作成する 
取得できない情報を前提にすると、必要な内容を作成できません。 

取得した情報にない内容は出力しないよう明記する 
推測や補完による記載を防ぐため、「記載のない予想や展望は書かない」と明記しま
す。 

文体・時制・書式の条件を具体的に書く 
「簡潔に」だけでは曖昧です。言い切り、過去形、箇条書きを使わない、など具体的に
指定します。 

〇〇病
{〇〇病についての症状経過、検査結果、治療経過をまとめた要約}

要約には以下の内容が含まれていることが期待されます。
ただし、取得した情報に書いていない場合は以下の内容を含める必要はありません。

# 入院情報
患者の基本的な入院情報

# 検査記録
入院中の患者に行った検査とその結果

# 経過記録
患者が入院直後からどのように変化したのか。患者へ行った治療とその結果
</contents>

<instructions>

1. 要約は日本語で出力してください。
2. 要約は言い切りや体言止めを用いて書いてください。
3. 入院中の経過をまとめる要約となるため、過去形を用いてください。
4. 箇条書きやMarkdown形式(#を使ったタグや**を使った強調表現など)を使わずに出力をしてくださ

い。
5. 「患者は~」といった主語は使わず省略してください (ゼロ代名詞)。
  - 悪い例: 「患者の状態は、先日から異常なく経過。」
  - 良い例: 「先日から異常なく経過。」
6. 引用表現は使わずに記載してください。
  - 悪い例: 「『症状は改善傾向』と記録されている。」
  - 良い例: 「症状は改善傾向であった。」
</instructions>

1. 

2. 

3. 

4. 
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24 改定履歴 
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Ver. 変更内容 

1.0.0 - マニュアル刷新 

1.1.4

- 「ルート証明書のインストール」ページの追加 
- 「制約事項」ページの追加 
- 「カルテ作成支援（SOAP形式）」ページの追加 
- 画像と説明内容の修正 

1.2.0
- 「制約事項」ページに項目を追加 
- 軽微な表現を修正 

2.0.0

- 「カルテ作成支援（SOAP形式）」を「ボイスサマリー」に変更 
- 「高度な設定 ボイスサマリー」ページを追加 
- 画像と説明内容の修正 
- 「改定履歴」ページを追加 

2.1.1

- 看護サマリーの要約結果画面の表示変更に伴い画像を修正、説明を追加 
- 医師サマリーで生成方式が選択可能になったことに伴い画像を修正、説明を
追加 
- その他軽微な表現と画像の修正 

3.0.0

- 「クラウド機能」ページを追加 
- 「テキストサマリー」ページを追加 
- 「チャット」ページを追加 
- 「高度な設定 テキストサマリー」ページを追加 

3.1.0

- 「クラウド機能について」ページに「オンプレミス/クラウド選択可能」項目
を追加 
- 「電子カルテ非連携モードについて」ページを追加 
- 「看護サマリーを再生成する」ページを追加 
- 「医師サマリーを再生成する」ページを追加 
- 「ボイスサマリーを作成する（収録）」ページにおいて画面デザインを変更 
- 「ボイスサマリーを作成する（ファイルアップロード）」ページを追加 
- 「高度な設定 システム」ページを追加 
- その他軽微な表現と画像の修正 

3.1.1 - 「J-OSLER病歴要約」ページを追加 
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Ver. 変更内容 

3.2.0

- 「ラベル」機能を追加（設定・ユーザーへのラベル付与、ラベルによる絞り
込み、ラベルの管理・割り当て） 
- 各機能に「情報源を確認する」ページを追加（看護サマリー・医師サマ
リー・テキストサマリー・J-OSLER病歴要約・チャット） 
- 「情報源で表示される項目の意味」ページを追加（表示される情報の出どこ
ろ・SOAP、SOAPE区分の説明） 
- 各機能に「生成中の表示について」ページを追加（テキストサマリー・J-
OSLER病歴要約・チャット） 
- J-OSLER病歴要約に「返信する」「再送信する」「出力項目」の各ページを
追加 
- J-OSLER病歴要約のメニュー位置を変更 
- その他軽微な表現と画像の修正 
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